
国
際
的
な
食
料
の
需
給
ひ
っ
迫
及
び
価
格
高
騰
問
題
へ
の
我
が
国
の
対
応
に
関
す
る
決
議

世
界
の
食
料
事
情
は
、
昨
今
の
食
料
の
需
給
ひ
っ
迫
及
び
価
格
高
騰
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
特
に
、
基
本
的
な

食
料
で
あ
る
米
、
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
穀
物
価
格
の
急
激
な
高
騰
は
、
途
上
国
を
中
心
と
し
た
暴
動
の
発
生
等
、
社
会
不

安
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
世
界
的
な
人
口
増
、
地
球
温
暖
化
等
に
よ
る
気
候
変
動
、
途
上
国
に
お
け
る

食
生
活
の
高
度
化
等
と
い
っ
た
構
造
的
な
要
因
と
と
も
に
、
原
油
価
格
の
高
騰
、
食
料
輸
出
国
に
よ
る
輸
出
規
制
、
食
料
の
バ

イ
オ
燃
料
仕
向
け
量
の
急
増
、
そ
し
て
市
場
へ
の
投
機
資
金
の
流
入
等
、
様
々
な
要
因
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

国
際
的
な
食
料
需
給
の
不
安
定
化
は
、
世
界
の
平
和
・
共
存
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
に
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、
世

界
平
和
を
希
求
す
る
我
が
国
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
政
府
は
、
世
界
各
国
の
農
業
生
産
の
強
化
を
基
本
と
し
た
食
料
の
安
全
保
障
が
確
実
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
事

項
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一

我
が
国
は
、
食
料
自
給
率
が
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
三
九
％
と
、
世
界
最
大
の
農
産
物
純
輸
入
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
い

弱
な
農
業
構
造
の
改
革
や
日
本
型
食
生
活
の
実
践
等
、
生
産
・
消
費
の
両
面
か
ら
食
料
自
給
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る



と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
今
の
国
際
的
な
食
料
需
給
の
ひ
っ
迫
等
に
か
ん
が
み
、
こ
の
取
組
の
一
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

二

我
が
国
は
、
国
際
約
束
に
基
づ
い
て
毎
年
約
七
十
七
万
ト
ン
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
米
を
輸
入
し
て
い
る
が
、
今
後
と

も
こ
れ
を
続
け
る
こ
と
は
、
米
の
世
界
市
場
に
お
け
る
価
格
暴
騰
・
需
給
ひ
っ
迫
を
さ
ら
に
促
進
し
か
ね
な
い
要
因
に
な
る

と
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
五
月
二
十
七
日
の
「
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
協

定
に
お
け
る
米
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
機
会
の
法
的
性
格
に
関
す
る
政
府
統
一
見
解
」
に
基
づ
い
て
、
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
。

三

国
際
的
な
食
料
安
全
保
障
の
確
保
に
向
け
、
本
年
七
月
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
本
年
六

月
に
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
が
開
催
し
た｢

世
界
の
食
料
安
全
保
障
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合｣

で
の
議
論
を
踏
ま
え
、

ア
フ
リ
カ
諸
国
等
途
上
国
に
対
す
る
食
料
の
需
給
ひ
っ
迫
・
価
格
高
騰
問
題
へ
の
緊
急
的
な
支
援
策
は
も
と
よ
り
、
気
候
変

動
や
原
油
価
格
高
騰
問
題
等
を
含
め
た
包
括
的
な
枠
組
み
に
よ
る
抜
本
的
な
対
応
策
を
提
案
す
る
こ
と
。

四

食
料
の
輸
出
規
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
動
に
当
た
っ
て
の
国
際
ル
ー
ル
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
一
定
の
場
合
に

食
料
輸
出
国
に
対
し
、
輸
入
国
と
の
事
前
協
議
の
義
務
付
け
等
、
実
効
性
の
あ
る
規
律
強
化
策
に
つ
い
て
国
際
的
な
合
意
を

得
る
べ
く
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
場
等
で
の
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
。



五

穀
物
を
原
材
料
と
す
る
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
拡
大
は
、
食
料
不
足
や
飼
料
価
格
の
上
昇
等
を
引
き
起
こ
す
懸
念
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
バ
イ
オ
燃
料
の
増
産
に
当
た
っ
て
は
、
食
料
・
飼
料
供
給
と
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と
が
各
国
共
通

の
取
組
と
な
る
よ
う
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
国
際
会
議
の
場
等
で
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

六

途
上
国
の
食
料
問
題
に
対
す
る
我
が
国
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
五
月
の
第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
で
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
「
横
浜
宣
言
」
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
途
上
国
の
自
立
的
な
開
発
の
促
進
を

支
援
し
、
農
業
の
生
産
性
向
上
・
生
産
拡
大
を
図
る
観
点
か
ら
、
農
業
分
野
に
お
け
る
基
盤
整
備
や
人
材
育
成
、
研
究
開
発

等
を
軸
と
し
た
支
援
を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


